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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期
第２四半期
連結累計期間

第47期
第２四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日

自 平成29年６月１日
至 平成29年11月30日

自 平成28年６月１日
至 平成29年５月31日

売上高 (千円) 2,526,102 2,698,754 5,167,241

経常利益 (千円) 282,157 348,398 624,080

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 178,376 228,802 436,464

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 192,497 234,141 450,180

純資産額 (千円) 2,537,631 2,982,933 2,795,170

総資産額 (千円) 6,059,603 6,015,571 6,251,131

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 195.35 248.60 476.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.9 49.6 44.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △86,689 199,161 324,139

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △42,432 74,704 △157,769

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 199,349 △319,797 △67,432

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 306,778 293,166 338,468
 

 

回次
第46期
第２四半期
連結会計期間

第47期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年９月１日
至 平成28年11月30日

自 平成29年９月１日
至 平成29年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 154.71 163.44
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．平成29年12月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第46期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、北朝鮮問題等の地政学的リスクを受け、景気の先行きに予断

を許さない状況が続いているものの、政府による景気対策の後押し等もあり、国内の企業収益や雇用情勢に改善が

みられ、底堅く推移しました。

このような状況の下、当社グループは「お客様視点のものづくり」を基本原点に、新製品開発の促進、提案営業

の展開、保守サービスの充実、付加価値の改善等に積極的に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,698百万円(前年同期比6.8％増)、営業利益は341百万円(前年

同期比25.8％増)、経常利益は348百万円(前年同期比23.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は228百万円

(前年同期比28.3％増)となりました。

品目別売上高につきましては、形鋼加工機は1,608百万円(前年同期比2.0％減)、丸鋸切断機は423百万円(前年同

期比38.2％増)、金型は222百万円(前年同期比7.9％増)、受託事業・その他は135百万円(前年同期比54.2％増)、部

品は261百万円(前年同期比7.4％増)、サービスは46百万円(前年同期比17.6％増)となりました。

 

なお、当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略して

おります。

 

(2) 財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は6,015百万円となり、前連結会計年度末に比べ235百万円

減少となりました。

これは、主に受取手形及び売掛金が61百万円増加したこと、また現金及び預金が110百万円、たな卸資産が89百

万円、固定資産が89百万円減少したこと等によるものであります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は3,032百万円となり、前連結会計年度末に比べ423百万円減

少となりました。

これは、主に長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む。)が240百万円、支払手形及び買掛金が14百万

円、未払法人税等が34百万円、役員退職慰労引当金が60百万円、その他(流動負債のその他を含む。)が71百万円

減少したこと等によるものであります。
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（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,982百万円となり、前連結会計年度末に比べ187百万円

増加となりました。

これは、主に利益剰余金が182百万円増加したこと等によるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は293百万円となり、前連結会

計年度末に比べ45百万円減少となりました。

 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は199百万円となりました。(前年同期は86

百万円の支出)

この主な要因は、減価償却費が87百万円(前年同期は95百万円)、仕入債務が16百万円の減少(前年同期は39百万

円の減少)、売上債権が61百万円の増加(前年同期は381百万円の増加)、たな卸資産が89百万円の減少(前年同期は

100百万円の減少)、役員退職慰労引当金が60百万円の減少(前年同期は23百万円の減少)、税金等調整前四半期純

利益が350百万円(前年同期は283百万円)、小計より上の区分のその他が47百万円の減少(前年同期は76百万円の増

加)、法人税等の支払額が128百万円(前年同期は188百万円)等によるものであります。

 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、獲得した資金は74百万円となりました。(前年同期は42百

万円の支出)

この主な要因は、有形固定資産の取得による支出が14百万円(前年同期は89百万円)、無形固定資産の取得によ

る支出が25百万円(前年同期は15百万円)、定期預金の支出入が64百万円の収入(前年同期は83百万円の収入)、保

険積立金の解約による収入が76百万円(前年同期は23百万円)等によるものであります。

 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、支出した資金は319百万円となりました。(前年同期は199

百万円の獲得)

この主な要因は、長期借入金の支出入が240百万円の支出(前年同期は404百万円の収入)、リース債務の返済に

よる支出が33百万円(前年同期は36百万円)、配当金の支払額が45百万円(前年同期は44百万円)等によるものであ

ります。

　

(4) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第２四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観

的な指標等に重要な変更及び新たに定めた事項はありません。

 

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

(注) 平成29年８月29日開催の第46期定時株主総会決議により、平成29年12月１日付で株式併合に伴う定款変更が行

われ、発行可能株式総数は25,920,000株減少し、4,080,000株となっております。

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年１月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,200,000 1,020,000
東京証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式
　単元株式数 　100株

計 10,200,000 1,020,000 ― ―
 

(注) １．平成29年８月29日開催の第46期定時株主総会決議により、平成29年12月１日付で当社普通株式10株を１株に

併合いたしました。これにより、発行済株式総数は9,180,000株減少し、1,020,000株となっております。

２．平成29年８月29日開催の第46期定時株主総会決議により、平成29年12月１日付で単元株式数を1,000株から

100株に変更しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月１日～
平成29年11月30日

― 10,200,000 ― 1,874,083 ― ―
 

(注) 平成29年８月29日開催の第46期定時株主総会決議により、平成29年12月１日付で当社普通株式10株を１株に併

合いたしました。これにより、発行済株式総数は9,180,000株減少し、1,020,000株となっております。
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(6) 【大株主の状況】

  平成29年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

竹田雄一 石川県能美市 960 9.41

タケダ精機株式会社 石川県能美市吉光町ト72番地1 950 9.31

株式会社テ－エスワイ 石川県能美市吉光町ト101番地1 636 6.24

タケダ機械取引先持株会 石川県能美市粟生町西132番地 502 4.93

伊藤石典 石川県能美市 472 4.63

株式会社北國銀行 石川県金沢市広岡2丁目12番6号 470 4.61

株式会社福井銀行 福井県福井市順化1丁目1番1号 300 2.94

竹田康一 石川県能美市 280 2.75

竹田咲子 石川県能美市 277 2.72

伊藤勝信 石川県能美市 271 2.66

計 ― 5,120 50.20
 

(注)　タケダ精機株式会社が所有している株式については、会社法施行規則第67条の規定により、議決権の行使が制

限されております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 

46,000　　　　
　　　　 　　　
(相互保有株式)
普通株式 950,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

9,148,000
9,148 ―

単元未満株式
 普通株式

56,000
― ―

発行済株式総数 10,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,148 ―
 

(注)　単元未満株式には当社所有の自己株式994株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　 タケダ機械株式会社

石川県能美市
粟生町西132番地

46,000 ─ 46,000 0.45

(相互保有株式)
　 タケダ精機株式会社

石川県能美市
吉光町ト72番地1

950,000 ─ 950,000 9.31

計 ― 996,000 ─ 996,000 9.76
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年９月１日から平成

29年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年６月１日から平成29年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 807,868 697,866

  受取手形及び売掛金 1,329,083 1,390,186

  製品 781,700 607,900

  仕掛品 288,434 297,940

  原材料 304,475 378,897

  繰延税金資産 62,792 57,237

  その他 10,951 8,826

  流動資産合計 3,585,305 3,438,855

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 677,170 656,483

   土地 1,021,729 1,021,729

   その他（純額） 447,456 409,839

   有形固定資産合計 2,146,356 2,088,052

  無形固定資産 162,010 171,180

  投資その他の資産   

   その他 360,599 320,622

   貸倒引当金 △3,140 △3,140

   投資その他の資産合計 357,459 317,482

  固定資産合計 2,665,825 2,576,715

 資産合計 6,251,131 6,015,571

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 502,841 487,991

  短期借入金 650,000 650,000

  1年内返済予定の長期借入金 429,821 409,566

  未払法人税等 143,318 108,423

  賞与引当金 110,613 101,479

  役員賞与引当金 25,800 14,500

  製品保証引当金 3,501 3,199

  その他 279,363 243,019

  流動負債合計 2,145,258 2,018,177

 固定負債   

  長期借入金 869,530 649,522

  繰延税金負債 26,653 46,678

  役員退職慰労引当金 152,820 92,208

  その他 261,697 226,052

  固定負債合計 1,310,701 1,014,460

 負債合計 3,455,960 3,032,638
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,874,083 1,874,083

  資本剰余金 44,103 44,103

  利益剰余金 1,024,554 1,207,337

  自己株式 △166,685 △167,044

  株主資本合計 2,776,055 2,958,479

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 19,114 24,453

  その他の包括利益累計額合計 19,114 24,453

 純資産合計 2,795,170 2,982,933

負債純資産合計 6,251,131 6,015,571
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 2,526,102 2,698,754

売上原価 1,806,430 1,919,521

売上総利益 719,671 779,232

販売費及び一般管理費 ※１  447,815 ※１  437,250

営業利益 271,856 341,982

営業外収益   

 受取利息 131 124

 受取配当金 1,746 1,881

 仕入割引 12,537 13,611

 受取賃貸料 2,836 3,320

 助成金収入 941 120

 為替差益 4,150 831

 その他 12,129 5,367

 営業外収益合計 34,474 25,256

営業外費用   

 支払利息 12,836 9,880

 売上割引 9,416 8,139

 その他 1,921 819

 営業外費用合計 24,173 18,840

経常利益 282,157 348,398

特別利益   

 固定資産売却益 1,499 －

 保険解約返戻金 － 2,518

 特別利益合計 1,499 2,518

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 283,657 350,916

法人税、住民税及び事業税 91,129 98,878

法人税等調整額 14,152 23,235

法人税等合計 105,281 122,113

四半期純利益 178,376 228,802

親会社株主に帰属する四半期純利益 178,376 228,802
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成29年11月30日)

四半期純利益 178,376 228,802

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 14,121 5,339

 その他の包括利益合計 14,121 5,339

四半期包括利益 192,497 234,141

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 192,497 234,141

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成29年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 283,657 350,916

 減価償却費 95,968 87,534

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △163 －

 受取利息及び受取配当金 △1,878 △2,006

 助成金収入 △941 △120

 支払利息 12,836 9,880

 固定資産売却損益（△は益） △1,499 －

 保険解約返戻金 － △2,518

 固定資産除却損 0 0

 売上債権の増減額（△は増加） △381,393 △61,103

 たな卸資産の増減額（△は増加） 100,967 89,871

 仕入債務の増減額（△は減少） △39,553 △16,352

 賞与引当金の増減額（△は減少） △9,229 △9,134

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,900 △11,300

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,263 △302

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △23,062 △60,612

 その他 76,163 △47,483

 小計 100,708 327,271

 利息及び配当金の受取額 1,877 2,005

 利息の支払額 △12,870 △9,737

 助成金の受取額 941 120

 法人税等の支払額 △188,832 △128,798

 その他 11,486 8,300

 営業活動によるキャッシュ・フロー △86,689 199,161

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △317,100 △318,100

 定期預金の払戻による収入 400,800 382,800

 有形固定資産の取得による支出 △89,830 △14,443

 有形固定資産の売却による収入 1,500 －

 無形固定資産の取得による支出 △15,361 △25,162

 投資有価証券の取得による支出 △21,729 △594

 貸付けによる支出 △1,000 △3,900

 貸付金の回収による収入 739 823

 保険積立金の解約による収入 23,561 76,905

 保険積立金の払戻による収入 2,935 －

 その他 △26,947 △23,624

 投資活動によるキャッシュ・フロー △42,432 74,704
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成29年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,930,000 1,750,000

 短期借入金の返済による支出 △3,070,000 △1,750,000

 長期借入れによる収入 880,000 －

 長期借入金の返済による支出 △475,423 △240,263

 自己株式の売却による収入 16,129 －

 自己株式の取得による支出 △40 △359

 リース債務の返済による支出 △36,434 △33,803

 配当金の支払額 △44,881 △45,372

 財務活動によるキャッシュ・フロー 199,349 △319,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 629

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 70,227 △45,302

現金及び現金同等物の期首残高 236,550 338,468

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  306,778 ※1  293,166
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当座貸越契約

当社グループは運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行７行(前連結会計年度は取引銀行７行)と当座貸越

契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

当座貸越極度額 2,650,000千円 2,650,000千円

借入実行残高 650,000 〃 650,000 〃

　差引額 2,000,000千円 2,000,000千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
至 平成29年11月30日)

従業員給料及び賞与 82,276千円 86,073千円

賞与引当金繰入額 31,926 〃 35,968 〃

役員賞与引当金繰入額 12,900 〃 14,500 〃

役員退職慰労引当金繰入額 24,001 〃 16,577 〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
至 平成29年11月30日)

現金及び預金 708,978千円 697,866千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△402,200 〃 △404,700 〃

現金及び現金同等物 306,778千円  293,166千円
 

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成28年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月25日
定時株主総会

普通株式 50,774千円 5.00円 平成28年５月31日 平成28年８月26日 利益剰余金
 

 (注)　配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年６月１日 至 平成29年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月29日
定時株主総会

普通株式 50,770千円 5.00円 平成29年５月31日 平成29年８月30日 利益剰余金
 

 (注)　配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成28年11月30日)

当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年６月１日 至 平成29年11月30日)

当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年６月１日
至 平成29年11月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 195円35銭 　248円60銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額　                    (千円)

178,376 228,802

   普通株主に帰属しない金額　　　　 　　　(千円) ― ―

       普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額                      (千円)

178,376 228,802

   普通株式の期中平均株式数　　　　　 　　 (株) 913,092 920,374
 

 (注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成29年12月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

当社は、平成29年７月24日開催の取締役会において、平成29年８月29日開催の第46期定時株主総会に株式併合及

び単元株式数の変更に関する議案を付議することを決議し、同株主総会において承認され、平成29年12月１日付で

その効力が発生しております。

　

１．株式併合の目的

全国の証券取引所では、売買単位を100株に統一するための取組みを推進しております。それを踏まえ、当

社普通株式の売買単位である単元株式数を1,000株から100株に変更することとし、併せて、証券取引所が望ま

しいとしている投資単位の金額水準(５万円以上50万円未満)とすることを目的として、株式併合を実施してお

ります。

　

２．株式併合の割合及び時期

平成29年12月１日付をもって平成29年11月30日の株主名簿に記録された株主の所有株式数を10株に付き１株

の割合で併合する。

　

３．株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年11月30日現在） 10,200,000株

株式併合により減少する株式数 9,180,000株

株式併合後の発行済株式総数 1,020,000株
 

　

４．１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式併合が与える影響は、(１株当たり情報) に反映されております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年１月10日

タケダ機械株式会社

取締役会  御中

 

明治アーク監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   二　　　口　　嘉　　保   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   二　階　堂　　博　　文   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケダ機械株式

会社の平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年６月１日から平成29年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タケダ機械株式会社及び連結子会社の平成29年11月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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